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はじめに

文部科学省は、2011年（平成23年）に今後の教育の情報化の推進にあたっての基本的な方針として「教育

の情報化ビジョン」を発表し、「学びのイノベーション事業」などの実証事業（平成23年度から25年度）を

進めていった。一方で、2013年（平成25年）６月に閣議決定された「日本最高戦略」や「世界最先端IT国家

創造宣言」においては、ＩＣＴを活用した教育の推進が盛り込まれるとともに、「第２期教育振興基本計画」

においてもＩＣＴを活用した教育の推進が掲げられた。2014年（平成26年）４月には、文部科学省は実証事

業の成果として「学びのイノベーション事業実証研究報告書」を発表している。こうした中、2014年（平成

26）年８月には、「学校教育の情報化に関する懇談会報告書（中間まとめ）」（以後、中間まとめ）が発表

された。この中間まとめでは、ＩＣＴを活用する意義として、「ＩＣＴ化が進む社会への対応力の育成」と

「ＩＣＴの特長を生かすことによる教育の質の向上」をあげており、「ＩＣＴを活用した教育の推進」「教

員のＩＣＴ活用指導力の向上」「ＩＣＴ教育環境の整備」について具体的な方策を示している。

こうした状況において、多くの学校でＩＣＴを活用した授業が展開され始めた。文部科学省が実施してい

る全国学力・学習状況調査においても、コンピュータ等の情報通信技術を活用して、子供同士が教え合い学

び合う学習や課題発見・解決型の学習指導を行った学校の割合は、調査開始年度以降、増加傾向がうかがえ

る。また、文部科学省が実施した「平成27年度学校における教育の情報化の実態等に関する調査」の結果に

よると、教育用コンピュータのうちタブレット型コンピュータ台数は、２年で3.5倍になっており（平成28

年（2016年）３月の時点）、山口県内においてもタブレット型コンピュータを学校に整備する自治体が増え

てきている。

筆者の調査１）によると、授業におけるＩＣＴの活用は、一斉授業における資料や動画等の提示など教師

の説明のために活用されることが多いことがうかがわれた。このことは、中間まとめにおいて初期の段階に

おけるＩＣＴの活用として指摘している内容と一致する。しかし、こうした活用は一斉授業における効果的

な活用なのである。次期指導要領では、今後のあるべき授業の姿である「深い学び、対話的な学び、主体的

な学び」（アクティブ・ラーニング）を目指すこととしている。学校現場では、一斉授業だけでなく、アク

ティブ・ラーニングに資するＩＣＴ活用を探っていくことが求められている。

それでは、どのように授業でＩＣＴを活用していけばよいのだろうか。本稿では、「ＩＣＴの特長を生か

した授業」について、小学校５年生「面積」の単元を例にして考察を進めていく。公立小学校と共同して実

施した算数の授業を分析し、教科学習におけるＩＣＴの活用の効果やアクティブ・ラーニングにどのように

資するのかについても考察していきたい。
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１．ＩＣＴを活用した授業のデザイン

１－１　ＩＣＴの特長を生かした授業デザインの必要性

中間まとめでは、教育にＩＣＴを活用する意義について、「ＩＣＴ化が進む社会への対応力」と「ＩＣＴ

の特長を生かすことによる教育の質の向上」の２点をあげている。

まず「ＩＣＴ化が進む社会への対応力」とは、高度情報化社会において、社会の変化に対応できる力、つ

まり情報活用能力のことである。この情報活用能力とは、「教育の情報化の手引き」によると、３観点（表

１）から構成される３）。こうした力を学校教育においては、各教科の学習つまり授業を通してその育成を

図ることが重要であるとしている。

表１　情報活用能力の構成

次に、「ＩＣＴの特長を生かすことによる教育の質の向上」では、教育にＩＣＴ を活用する意義を、

「課題解決に向けた主体的・協働的・探求的な学びの実現」、「個々の能力や特性に応じた学びの実現」、

「離島や過疎地等の地理的環境に左右されない教育の質の確保」の３点に集約している２）。

これらのことから、教科学習で求められることは、課題解決に向けた主体的・協働的・探求的な学びを、

ＩＣＴを活用した授業で実現することである。ＩＣＴの活用により、子供の思考の可視化、意見の共有化、

試行錯誤、反復等が容易になる。こうしたＩＣＴの特長を生かした授業をデザインしていくことが、これか

らの教師には求められる。

１－２　ＩＣＴの特長を生かした授業デザイン

授業をデザインするには、１単位時間の授業に焦点をあてるのではなく、単元全体を俯瞰した計画の立案

をすることが重要である。なぜなら１単位時間の授業の一つ一つは、単元全体を一まとまりとする児童の活

動の連続として構成されるからである。ＩＣＴは、そうした児童の活動を支援するツールの一つであるか

ら、このツールを「いつ」「どこで」

「どのように」活用するかをあらか

じめ計画することによって、効果的

な授業を構成することができると考

えられる。

東京都文京区立湯島小学校の実践
４）では、単元の学習計画にＩＣＴ

の活用を位置づけている（図１）。

通常の学習計画では、学習の目標や

内容を主に記述する。湯島小学校で

は、その時間における学習内容を効

果的に児童が学べるように、教師の

支援を考え、それに関連するＩＣＴ

の活用を明記している。さらに、本

時案（公開授業の指導案）に１単位

時間のどこでＩＣＴを使えば効果的

になるかを学習形態との関連で記述

Ａ情報活用の実践力 Ｂ情報の科学的な理解 Ｃ情報社会に参画する態度

A1：課題や目的に応じた情報手

段の適切な活用

A2：必要な情報の主体的な収

集・判断・表現・処理・創

造

A3：受け手の状況などを踏まえ

た発信・伝達

B1：情報活用の基礎となる情報

手段の特性の理解

B2：情報を適切に扱ったり、自

らの情報活用を評価・改善

するための基礎的な理論や

方法の理解

C1：社会生活の中で情報や情報

技術が果たしている役割や

及ぼしている影響の理解

C2：情報モラルの必要性や情報

に対する責任

C3：望ましい情報社会の創造に

参画しようとする態度

図１　学習計画
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している（図２）５）。

さらに、１単位時間を「導入」「展開」「終末」の３つの場面に分けるとともに、学習形態を「一斉」

「個別」「協働」の３つ形に分けたマトリックスを作成し、もっとも効果のある場面１つ提示し、授業者の

ねらいが分かるように示している。（図２下部を参照）

図２　湯島小学校公開授業指導案

２．宇部市立小羽山小学校の実践

山口県宇部市立小羽山小学校　山本浩稔教諭の協力を得て、ＩＣＴを活用した授業の実践を行った（平成

28年11月９日～11月29日、全13時間）。小羽山小学校は、平成27・28年度の宇部市ＩＣＴ教育モデル校であ
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り、児童用タブレット型コンピュータ（以下、タブレット端末）タブレット端末38台、教師用タブレット端

末14台が配備されている。ＩＣＴを活用した授業づくりに全校体制で取り組んでいることから教員は意欲的

であり、児童もタブレット端末の使用に慣れている。

実践した授業は５年生の算数科「面積」の単元である。この単元では、三角形の面積、平行四辺形の面積、

台形、ひし形の面積の求め方を考え、計算によって面積を求めることができることを目標としている。また、

図形を長方形に等積・倍積変換する等の算数的な活動を通して、図形感覚を身に付けていくことも目標とし

ている。

２－１　授業デザイン

小羽山小学校の授業デザインは、湯島小学校の実践を参考に、単元を通したＩＣＴの活用計画が立てられ

ている（表２）。また、それぞれの授業における学習活動やそれに伴う教師の支援、さらに評価の観点や方

法も併せて計画・作成されている。用いるＩＣＴ機器、その活用法を記述することで目的を明確にしている。

表２　小羽山小学校　学習計画

次 時 学習活動 ◆指導上の留意点　◇評価基準と評価方法 ＩＣＴの活用

導
入

1

○既習内容の図形について
の面積を求める。

◆既習内容について復習するとともに単元の見通しを持
たせる。

◇既習内容の面積の公式を使って、面積を求めることが
できる。（ノート・発言）

タブレット
プロジェクタ
・問題提示
・公式確認

第
一
次

2

○長方形や正方形の求め方
から、直角三角形の面積
の求め方を考える。

◆タブレットを用いて図形を色分けする。長方形や正方
形の面積の公式を使って考えさせる。

◇直角三角形の面積を求めることができる。（タブレッ
ト・発言）

タブレット
プロジェクタ
・試行錯誤
・考えの説明

3

○長方形や直角三角形の面
積の求め方から、一般の
三角形の面積の求め方を
考える。

◆タブレットを用いて図形を色分けする。前時と同様に
長方形や正方形にする考えを使わせる。

◇一般の三角形の面積の求め方を考え、タブレットを
使って説明することができる。（タブレット・発言）

タブレット
・試行錯誤
・考えの説明

4

○三角形の面積を求める公
式について考え、公式を
まとめる。

◆面積を求める上で、必要な長さについて考えさせる。
数の式から言葉の式を導かせる。

◇三角形の面積の求め方の公式を理解し、求めることが
できる。（ノート・発言）

プロジェクタ
・問題提示
・前時の考え

5

○三角形の面積の求め方を
用いて、四角形の面積を
求める。

◆どのように工夫すれば四角形の面積が求められるかタ
ブレットを用いて考えさせる。

◇四角形を三角形に分割する考え方を用いて、求積がで
きる。（タブレット・発言）

タブレット
プロジェクタ
・問題提示

第
二
次

6

○平行四辺形の面積の求め
方をいろいろに考え、話
し合ったことを伝える。

◆タブレットを用いて、平行四辺形に補助線を加えたり、
言葉を書き込んだりして、グループで話し合わせる。

◇平行四辺形の面積の求め方について、自分の考えを班
員に伝えることができる。（タブレット・発言）

タブレット
プロジェクタ
・試行錯誤
・考えの説明

7

○三角形の面積の求め方や
等積変形を使って、平行
四辺形の面積の求め方を
考える。

◆前時の学習をもとに、平行四辺形においてどの長さが
分かれば面積を求めることができるか考えさせる。

◇平行四辺形の面積の求め方の公式を理解し、面積を求
めることができる。（ノート・発言）

プロジェクタ
・問題提示
・前時の考え

第
三
次

8

○教科書の巻末付録を使っ
て、高さが外にある三角
形や平行四辺形を変形さ
せて面積の公式が適応で
きることを理解する。

◆教科書の巻末付録を使って高さが外にあっても、変形
することで既習の図形になることを理解させる。

◇公式を使って、高さが外にある三角形や平行四辺形の
面積を求めることができる。（ノート・発言）

プロジェクタ
・問題提示

9

○台形の面積の求め方を考
える。

◆タブレットを使って台形を等積変形すると、平行四辺
形になることに気づかせる。

◇台形の面積の求め方の公式を理解し、求めることがで
きる。（タブレット・発言）

タブレット
プロジェクタ
・試行錯誤
・考えの説明
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２－２　使用したアプリケーション

タブレット端末を活用するために、小羽山小学校では、学習支援ソフト「ロイロノート・スクール」

（LoiLo）を使用している。これまでにも様々な学習場面でこのアプリを活用しているため、児童は操作に

慣れている。

この単元を実施するにあたり、図形を操作できるアプリも使用している。使用したアプリは、iPad用学

習支援ツール「ＱＢ説明 算数 ５年 面積１」（スズキ教育ソフト）で、三角形や平行四辺形を動かしたり、

切り取ったり、回転させたりすることをタブレット端末上で操作することができる。また、自分の考えを書

き込むことも可能である。このアプリを使い、試行錯誤しながら図形の面積の求め方を考えさせていく児童

の活動を計画している。しかしながら、単元で扱う全ての図形を使うことができない。そこで、「ＱＢ説

明 算数 ５年 面積１」で扱えない図形（台形、ひし形）は、図形の移動や切り取り等はできないが、「ロ

イロノート・スクール」上に自分の考えを書き込ませることとした。

２－３　授業の実際

この単元の授業では、タブレット端末を活用した自力・協働による問題解決、プロジェクタを使った児童

の発表及び教師の説明でＩＣＴを活用するとともに、ワークシートを使っての問題解決などを組み合わせて

いた。

具体的な授業の実際について、三角形（直角三角形）、平行四辺形、ひし形の求積場面を取り上げる。

２－３－１　直角三角形の求積場面の概要（第２時）

直角三角形の面積の求め方を考える授業である。この時間で

「ＱＢ説明 算数 ５年 面積１」を初めて使用した。しかしな

がら、児童はアプリの使い方をすぐに覚え、自由自在に操作し

ていた。図３は、児童が個別での学習において、直角三角形を

任意のところで切りとり、切り取った部分を移動して回転させ

て長方形を構成した場面である。この他、直角三角形をコピー

し、回転させて長方形を構成したり、任意の箇所を切り取って

長方形を構成したりして、直角三角形の面積を求めていた。切

り取り、移動、回転、複写が容易にできるアプリであるため、

児童は試行錯誤しながら直角三角形の面積の求め方を考えるこ

とができた。さらに、プロジェクタで投影し、児童に考え方を

説明させたり、教師が説明したりした。

こうした活動から、直角三角形の面積は、等積変換、倍積変

換により長方形にすることで面積を容易に求めることができる

10

○ひし形の面積の求め方を
考える。

◆タブレットを使って、ひし形を等積変形すると、長方
形になることに気づかせる。

◇ひし形の面積の求め方の公式を理解し、求めることが
できる。（タブレット・発言）

タブレット
プロジェクタ
・試行錯誤
・考えの説明

11
○既習内容を理解する。 ◆少人数で指導することで児童の学習状況を把握しやす

くする。
◇様々な図形の面積を求めることができる（ノート）

タブレット
プロジェクタ
・考えの整理

第
四
次

12

○底辺が一定で高さが変化
したり、高さが一定で底
辺が変化したりする場合
の面積の変化の様子を調
べる

◆底辺や高さが変化する場合の面積を調べ、表にして面
積の変化に気づかせる。

◇三角形の高さや底辺と面積の関係を考えることができ
る。（ノート・発言）

プロジェクタ
・問題提示

ま
と
め

13
○既習内容を確実に身につ
ける。

◆少人数で指導することで児童の学習定着度を高める。
◇様々な図形の面積を求めたり、複雑な図形の面積を説
明したりすることができる。（ノート・発言）

タブレット
プロジェクタ
・考えの整理

図３　授業の実際（直角三角形）



−82−

ことを児童は深く理解することができたと思われる。

２－３－２　平行四辺形の求積場面の概要（第６時）

この授業においても平行四辺形を等積・倍積変換することに

より、面積の求め方を考えることができた。児童は３通りの考

え方で面積を求めることができた。問題解決場面では、タブ

レット端末を介して、ペアで教え合う様子が多くみられた（図

４）。課題解決に向けた協働的な学びが、ごく自然に実現でき

ている。

また、授業の後半では、複合図形の求積方法を考える課題が

出された。この問題解決には、タブレット端末を使用しなかっ

たが、一枚のワークシート（A3版の大きさ）を中心に、グルー

プによる協働的な問題解決が熱心に展開された。

２－３－３　ひし形の求積（第10時）

この時間では、これまでに面積を求めることができるようになった図形に、ひし形を等積・倍積変換する

ことにより面積を求められるかどうかを学習課題とした。この時間では、「ロイロノート・スクール」でひ

し形の図形を児童に配り、それに自分の考えを書き込むことで求積方法を考えさせた。試行錯誤しながら、

書き込んだり、消したりしながら考える児童の姿が多く見られた。また、考えたものをタブレット端末に保

存することができるため、新しい図形を取り込み、何通りも考える児童の姿も見られた。

発表では、画用紙で作製したひし形を分割し、黒板で操作させて視覚的に分かるように発表した（図５）。

児童は、直角三角形、長方形、平行四辺形に変換して面積の求め方を考えることができた。

図５　授業の実際（ひし形）

３．ＩＣＴを活用した授業の効果

小羽山小学校の実践では、教員の説

明場面、児童の自力・協働による問題

解決場面、児童の発表場面でＩＣＴを

活用した。こうした授業では、児童に

どのような効果があったのだろうか。

児童はこうした授業をどのように評価

しているのだろうか。このことを探る

ために、小羽山小学校の授業（全13時

間）ではそれぞれの授業が終了したの

ち、児童に授業評価を実施した。この

図４　授業の実際（平行四辺形）

表３　児童のよる授業評価票
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授業評価では、表３の授業評価票を使用して実施した６）。

３－１　授業評価の結果

児童による全13回の授業の評価は表４に示す通りである。「すすんで発表した」という項目を除いてす

べて4点以上であり、おおむね児童の満足度は高いといえる。９と10の項目（ＩＣＴ機器の操作に関わる項

目）については、本稿では分析の対象としないため割愛することにする。）

表４　児童による授業評価（N=31）

３－２　授業評価の考察

この単元では、三角形や平行四辺形、台形、ひし形の面積の求め方を考えて公式を導き、面積を数量化で

きるようになることをねらいとしている。とくに、児童がＩＣＴを活用する目的としては、タブレット端末

等を使っての試行錯誤による問題解決をすること、ＩＣＴを活用して自分の意見を発表することにある。と

くに、タブレット端末では、図形の等積・倍積変換を直感的に行うことができるため、試行錯誤をしながら

問題解決を図るツールとしては大変優れている。こうした活動を授業に取り入れれば、児童はしっかりと思

考することができると思われる。授業のねらいに直結する「よく考えた」項目と「すすんで発表した」項目

について考察していきたい。

３－２－１　タブレット端末の活用と「よく考えた」項目

全13回の授業評価「よく考えた」の項目の得点（５点満点）の変化は図６に示すとおりである。この項目

の得点は、平均4.5点であり、どの授業に対してもおおむね「よく考えた」と回答しているといえる。

図６　「よく考えた」項目の得点推移

このグラフから、とくに、第３時、６時、10時の授業の得点が平均よりも高くなっている。これらの授業

の内容は次のとおりである。

○　第３回　長方形や直角三角形の面積の求め方から、一般の三角形の面積の求め方を考える。
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○　第６回　平行四辺形の面積の求め方をいろいろに考え、話し合ったことを伝える。

○　第10回　ひし形の面積の求め方を考える。

これらの授業に共通していることは、タブレット端末を使って試行錯誤の学習場面やグループやペアでの

協働による学習の場面があったことである。

一方で、「よく考えた」の得点が低くなっているのは、第４回、８回、12回の授業である。

○　第４回　三角形の面積を求める公式について考え、公式をまとめる。

○　第８回　教科書の巻末付録を使って、高さが外にある三角形や平行四辺形を変形させて面積の公式が

適応できることを理解する。

○　第12回　底辺が一定で高さが変化したり、高さが一定で底辺が変化したりする場合の面積の変化の様

子を調べる。

これらの授業に共通していたことは、問題解決場面で、児童がタブレット端末を使用しなかったこと、ど

ちらかというと教師や一部の児童による説明的な授業であったことである。

こうしたことから、タブレット等の試行錯誤できる道具の活用とペアやグループによる協働的な学習を組

み合わせることより、児童の思考活動を促すことに効果があるのではないかと考えられる。

３－２－２　タブレット端末の活用と「すすんで発表した」項目

全13回の授業評価「すすんで発表した」の項目の得点（５点満点）の変化は図７に示すとおりである。こ

の項目の得点の平均は3.1点であり、他の項目に比べて著しく低い。児童の表現力の向上のために、ＩＣＴ

を活用すれば児童の発表を促進するのではないかという期待があったが、児童の授業評価にはそれが現れな

かった。児童の発表については、担任の山本先生によると、本学級の年度当初からの課題であり、改善に向

けて取り組んでいるとのことである。

図７　「すすんで発表した」項目の得点推移

この項目では、第１回、６回、第12回、第13回の得点が平均点よりも低い。これら４回の授業に共通して

いることは、学習の中心がプリント等の問題を解決することに時間を多く割いていたことである。

特に、第６回の授業は、授業の前半で、タブレット型端末による問題解決、後半は、「校長先生からの挑

戦状」という問題（複合図形の求積）をグループで話し合いながら解決していくものであった。つまり、児

童一人一人が全体で発表できる機会が少なかったのである。それを示すように、第６回の授業では、「よく

考えた」の項目は4.7点とその項目の平均以上の高い得点を示している。この項目の平均点より低い得点の

授業では、児童が発表する機会をどのように保障したかが影響を与えていると考えられる。

一方、平均得点より高い授業（第３回、５回、７～10回）で共通していることは、児童がいろいろな方法

を考え、発表する活動を取り入れている（図８）。こうした授業の場合「すすんで発表した」項目の得点

が上がる傾向がある。児童の感想では、「○○さんの発表が分かりやすかった」「○○さんの発表が上手」
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「○○さんに負けないよう発表したい」等がみられ、ＩＣＴの活用は、発表内容の分かりやすさや意欲の向

上を支援したものと思われる。

図８　ＩＣＴを活用した発表

４．成果と課題

小羽山小学校の実践では、ＩＣＴの活用について単元を通して授業をデザインしたことにより、全13時間

の学習は充実しており、学習効果は高かったと考えられる。単元後に実施されたテストにおいてもよい結果

が得られたとのことである。

成果として、具体的な操作の念頭でのイメージ化があげられる。単元の初めに、図形の移動、切取、回転、

複写等ができる学習支援アプリを使用して、タブレット端末上で図形の操作を行う算数的活動を十分に行っ

た。授業の後半においては、同じタブレット端末上において、書き込みは行えるが、切り取り等の操作が行

えないアプリを使用したが、児童は図形の切り取りや移動などをイメージしながら取り組むことができてい

た。また、ワークシート上においても、図形を動かすというイメージをもって課題解決に取り組むことがで

きていた。単元前半にしっかりと図形を操作するというイメージが児童に出来上がったため、実際には図形

の移動できない画像やワークシートにおいても、様々に考えを巡らせることができたのだと推察される。児

童が十分にアプリを操作することにより、具体物の操作を念頭でのイメージ化につなげられたことは、直感

的にとらえた事象を操作し数量化していく算数科の学習において大きな意味をもつことである。

一方で、タブレット型端末が児童相互の話し合いや発表を促進するかについては数量的に確かめることが

できなかった。しかし、ある場面においては、児童の発表が理解を促進したり、発表意欲を向上させたりす

ることは確認された。児童の話し合いには、場の確保、有効な課題が必要と考えらえるが、ＩＣＴの特長を

生かすことにより、まだまだ活性化できるものがあると思われる。教材の特性に応じた活用や個人やグルー

プ、全体など学習形態との関連など、今後の実践研究が待たれるところである。

おわりに

ＩＣＴを活用した授業が、情報活用能力の育成にどのように資することができるか。国立教育政策研究所

の白水始氏は、情報活用能力の課題として「複数資料の結びつけに弱い」ことを指摘している７）。こうし

た課題の解決に、教科の学習においてどのように関わることができるだろうか。

算数科では、多様な考えを生かし、それらを数理的に吟味しながら最良解や納得解をみつける授業が教科

特有の学びである。つまり、算数科の授業において多様な意見を吟味、整理、統合する算数的活動を行うこ

とこそが、複数の情報（複数資料）を整理、統合していく「情報活用能力」を育成することに資するもので

あると思われる。各教科には、教科の特性をいかした授業がある。こうした特性にＩＣＴの特長を生かし、

探究したり、協働で解決したりする授業を保証していくことにより、情報活用能力を育成できると考える。

小羽山小学校の実践は、児童のタブレット端末活用に重点をおく授業であり、一斉授業において教師が中

心となって活用する授業の次の段階のものである。児童が十分にタブレット端末を活用することで、児童主
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体の授業が展開でき、思考力等において成果をあげるものと確認できた。教科学習における特長とＩＣＴの

活用をうまく学習計画に組み込む授業をデザインしていくことで、情報活用能力の育成や次期学習指導要領

のねらう「主体的な対話的な深い学び」（アクティブ・ラーニング）につなげていくことができると考えら

れる。
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